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BZ反応におけるペースメーカーと進行波

静岡大･教養 長 島 弘 幸

Belousov-Zhabotinsky反応においてペースメーカーにより実験的に進行波の波長をコン

トロールすることを行っているが,今回はその定性的な理論につき述べる｡

反応拡散系を次のように書く1.)

A.- F(A)+eDM V2A+6g(冒,A)

0< 6({1

ここでAは反応物の濃度を表わす｡またgは不純物 (ペースメーカー)を表わすo

AをEで展開し

A(6,i,冒)-A｡(i,T,冒)+E(t,T,冒 )十 ･･･

AO-B(i+少(T,冒))

とおく.ただしT-Etである｡

Eの一次で

巾 -D(V 2少+I,アサ･アサ)+a仔)

を得る｡ここで

D-<DMB'>, DT-<DMBU>,a-<9>

で< >は一種の周期の平均である｡式(3)を変形し変数分離を行 うと

DV2¢+Fα(冒)め-a'¢

(1)

(2)

(3)

(4)

を得,α>0の領域で正の離散固有値を得る｡ここで最大固有値 a,1のみきく時空領域を考え

る｡(実験的にはペースメーカーの比較的近くで充分時間が経過した状態 )式(4)を2次元に適

用し
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｢カオスとその周辺｣

a(早 .a

f言I≦R

その他

として解 くと固有値a)の関係式

J等Kl(J等R)-∴｢̀デ
を得る｡ここで ∫｡,JlはBessel関数,K｡,Klは変形 Bessel関数である｡

最大固有値 a'1のRの依存性は0<Z≪1のとき

K.(Z)- log÷ K1 - Z

Jo(I)- i, Jl(Z)～0

より

a,1(R)-- 0 (R-0)

他方

Tα-wl
D R-3｡<α1, Jo(α1)-0

であるのでR-… で wl-I'αとなる.これを波長 1とRの関係になおすと

lim l(R)--
R→ 0

lim ス(R)- i(-)-一定
R→(刀

となり,またRに関して )は単調減少とな り,これは実験結果を定性的に説明するO
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